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要        旨 

 

コンクリートの所要の品質を確保するため，養生は重要な工程であるが，建設工事の条件に

よっては，適切に行うことが難しい場合がある．そのような場合には，塗布型の養生剤が適用

される事例もある．本報では，新規に開発した塗布型の高機能養生剤「クリーンセイバーⓇ」に

おいて，従来の養生方法との比較による強度特性や耐久性に関する性能評価を行った．また，

それを塗布した場合の表面美観性についても検討も行った．その結果，クリーンセイバーを塗

布した場合は，長期的な水分逸散抑制効果を有し，強度向上，乾燥収縮抑制，表層品質の向上

に寄与できることが確認された．また，コンクリート製品を長期的にストックした場合に発生

するカビを低減することで，表面美観性の低下を抑制できることについても明らかとなった． 

 

キーワード：養生剤，水分逸散，圧縮強度，乾燥収縮，表層品質，表面美観性 
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ABSTRACT 
 

Curing is an essential process for achieving the required quality of concrete; however, it 
may be challenging to achieve proper curing under certain conditions on a construction 
site.In such cases, there are instances where coating-type curing agents are employed as an 
alternative curing method. In this study, a performance evaluation was conducted on a 
newly developed coating-type high-performance curing agent, "Clean Saver", with respect 
to strength characteristics and durability, through comparative analysis with the 
conventional method using moisture-retaining curing tapes.   The results demonstrated 
that the application of Clean Saver provided a sustained and effective suppression of 
moisture evaporation, thereby contributing to enhanced strength development, reduced 
drying shrinkage, and improved surface quality.   Moreover, it was revealed that the 
application of Clean Saver mitigated the deterioration of surface appearance through the 
inhibition of mold growth. 

 
Keywords：Curing agent, Moisture evaporation, Compressive strength, 

Drying shrinkage, Surface quality, Surface appearance 
 
 
 

１．は じ め に 

 

コンクリート構造物は，所要の強度，ひび割れ抵

抗性，劣化に対する抵抗性，表面美観性などの品質

を確保する必要がある．それらの品質を確保するた

めには，適切な養生を行い，コンクリート打込み後，

十分な湿潤状態を保つことが重要である．初期材齢

のコンクリートは，密実な硬化組織が形成されてい

ないことから，表面から水分が逸散しやすい傾向に

あり，コンクリートの品質に大きな影響を与える．

そのため，土木学会「コンクリート標準示方書施工

編」1）や日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解

説 JASS5 鉄筋コンクリート工事 2022」2）では，湿

潤状態を保つ期間が定められている．建設工事にお

いて，一般的には型枠存置期間を定めて湿潤状態を

確保している．しかし，型枠の存置期間は，工事の

全体工程や仮設計画にも大きな影響を及ぼすため，

実際のコンクリート工事の施工において，型枠の取

外しが可能な最小限の強度が発現した時点で脱枠す

る場合がある．さらに，部材の種類や施工条件，環

境条件などの様々な制約により十分な湿潤状態の確

保が難しい場合もある．以上のような場合には，シ

ート・フィルム被覆 3）や塗布型の養生剤 4）が適用さ

れる場合がある．このうち，塗布型の養生剤は，養

生期間終了後の撤去作業がないため，省力化・生産

性向上が期待できる材料として注目されている．近

年の少子高齢化により，労働人口の減少が深刻化す

る中で，このような材料が増加することが想定され

る． 

他方で，i-Construction の推進から，コンクリー

ト構造物のプレキャスト化が進展することが予想さ

れる．プレキャスト製品において，製造効率化の観

点から，屋外に長期的にストックする場合には，乾

燥収縮によるひび割れだけでなく，カビの発生によ

る表面美観性の低下が懸念される．その場合には，

コンクリートの性能に影響を及ぼす可能性は低いが，

見栄えの観点から除去して出荷されることとなり，

余計な工程が増えることとなる．また，現場コンク

リートにおいても，中性化が進行し，風通しが悪い，

湿度が高い，日当たりが悪いなどの条件が揃えば，

カビが発生する可能性がある．そのため，カビ発生

を抑制する手法が望まれている． 

このような背景から，著者らは塗布型の高機能養

生剤「クリーンセイバーⓇ」を開発した．クリーンセ

イバーは，水分逸散を抑制する効果に加え，塗布し

た箇所のカビの発生を抑制する効果を付与している． 

本報では，クリーンセイバーを塗布した場合の耐

久性評価において，従来技術であるシート・フィル

ム被覆に分類される保水養生テープとの比較検討を

行った．さらに，クリーンセイバーを塗布したコン

クリートのカビ発生の抑制効果についても実環境下

における評価を実施した． 
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２．クリーンセイバーの概要および特長 

 

クリーンセイバーは，主成分がポリオキシアルキ

レンアルキルエーテルであり，従来の膜養生剤と異

なり，コンクリートに塗布した場合に内部へ浸透し，

表面に造膜しない養生剤である．そのため， Fig.1

に示すように時間が経過すれば塗布による色むらな

どが生じることや膜が剥がれて本来の養生効果が発

揮できなくなる可能性が低い．また，クリーンセイ

バーは，親水性を高めることにより，水分を保持し

たコンクリートにおいても浸透性を向上することが

でき，水分逸散抑制をより効果的に発揮できる設計

としている．Fig.2 は，従来の養生剤およびクリー

ンセイバーの塗布後の浸透性を測定した結果である．

クリーンセイバーの浸透深さは，従来の養生剤の

1.7 倍程度大きいことが確認される．次に，Fig.3 に

は，表面張力を測定した結果を示す．クリーンセイ

バーの表面張力は，従来の養生剤よりも親水性を高

めたことにより大きくなるものの，超純水よりも小

さくなっていることが確認される．このことから，

クリーンセイバーを塗布した場合には，コンクリー

ト中の自由水の駆動による収縮圧力を緩和させるこ

とが期待できる． 

３．試 験 概 要 

 

3.1 コンクリート配合 

Table 1 にコンクリート配合を示す．セメントに

は早強ポルトランドセメント（記号：HC，密度：

3.16g/cm3），細骨材には砂（記号：S1，密度：

2.58g/cm3），砕砂（記号：S2，密度：2.65g/cm3），粗

骨材には砕石（記号：G，密度：2.66g/cm3），化学混

和剤には AE 減水剤(記号：Ad)を使用した．なお，ス

ランプは 12±2.5cm，空気量は 4.5±1.5%となるよう

調整した． 

 

3.2 試験水準 

試験水準は，脱型後の養生条件として，気中養生

（PL），保水養生テープの貼付け期間を材齢７日およ

び材齢 28 日とした場合（CT7 および CT28）と，クリ

ーンセイバーを 200g/m2 塗布し，その後気中養生し

た場合（CA）の 4 水準とした．なお，保水養生テー

プおよびクリーンセイバーの施工は，供試体全面に

対して行った． 

 

 

 

 
Fig.1  Condition after Clean Saver application 

    (クリーンセイバー塗布後の状況) 

 
Fig.2  penetration depth of curing agent 

(養生剤の含浸深さ) 

 
Fig.3  Dynamic surface tension 

(動的表面張力) 
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3.3 試験項目および試験方法 

各試験に用いた供試体は，打設翌日に脱型し，保

水養生テープおよび養生剤を施工し，所定の材齢ま

で温度 20℃，相対湿度 60%環境下に保管した．圧縮

強度試験は，JIS A 1108 に準じて，供試体寸法をφ

100×200mm とし，材齢 1，7，28，91，182 日で実施

した．乾燥収縮試験は，JIS A 1129（第 2 部：コン

タクトゲージ法）に準じて，供試体寸法を 100×100

×400mm とし，材齢 182 日まで長さ変化および質量

変化を測定した．なお，供試体は水中養生を行わず，

各養生を行った後，基準値を測定して試験に供した．

表層透気試験は，トレント法にて測定を行い，供試

体寸法を 150×150×50mm とし，材齢 7，28，91，182

日で実施し，算出した透気係数にて評価を行った．

透水試験は，JSCE-K 571 に準じて，供試体寸法を 100

×100×400mm とし，材齢 7，28，91，182 日で実施

し，各々の材齢で７日間の透水量を測定した．中性

化試験は，JIS A 1153 に準じて，供試体寸法を 100

×100×400mm とし，CO2濃度 5%，相対湿度 60%の環

境下にて促進材齢 4，8，13，26 週保管し，割裂面に

フェノールフタレイン溶液を噴霧して，呈色反応を

示さなかった範囲を中性化深さとして測定した．表

面美観性の評価は，試験水準 PL，CA の２水準とし，

供試体寸法を 300×300×60mm とし，養生剤を塗布後

に実環境に暴露をして行った．暴露は，材齢 17 ヶ月

まで栃木県にあるプレキャスト製品会社の敷地内で

行い，その後材齢 21 ヶ月まで千葉県佐倉市にて行

った． 

 

４．実 験 結 果 

 

4.1 圧縮強度 

Fig.4 に圧縮強度試験結果を示す．保水養生テー

プおよびクリーンセイバーを施工した水準の圧縮強

度は，材齢初期から長期にかけて，PL よりも 10～

15%程度の増進傾向が確認された．また，それらの水

準毎の圧縮強度は，ほぼ同程度であった． 

 

4.2 乾燥収縮 

Fig.5に長さ変化を，Fig.6に質量変化率を示す．

CT7 および CT28 の長さ変化は，貼付けている期間は

非常に小さくなるが，剥がした以降に急激に大きく

なり，その後も徐々に大きくなることが確認された．

その結果，乾燥材齢 182 日における長さ変化は，PL

と比べ，CT7 では同程度，CT28 も若干小さくなる程

度であった．一方で，CA の長さ変化は，乾燥材齢初

期から長期にかけて PL よりも小さくなり，182 日で

は CT28 よりも小さくなった．これらの傾向は，質量

変化率でも同様の結果であり，保水養生テープを貼

Table 1  Mix proportion of concrete (コンクリートの配合) 

Design strength 
(N/mm2) 

Slump 
(cm) 

Air 
(%) 

W/C 
(%) 

s/a 
(%) 

Unit weight (kg/m3) 

W HC S1 S2 G Ad 

30 12 4.5 48 47.5 170 355 575 254 939 3.20 
 

 
Fig.4  Compressive Strength 

(圧縮強度) 

 
Fig.5  Drying shrinkage 

(乾燥収縮) 
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付けている期間は非常に小さくなるが，剥がした以

降は急激に大きくなった．CA の質量変化率は，初期

から長期にかけて PL よりも小さくなり，材齢 56 日

以降の傾きが CT28 よりも小さくなった．このことか

ら，クリーンセイバーを塗布した場合には，長期的

に水分逸散を抑制する効果が確認された． 

次に，Fig.7 に長さ変化と質量変化率の関係を示

す．いずれの水準も質量の減少に伴い，長さ変化が

大きくなっている．CT7，CT28 や CA の初期に養生を

行った水準では， PL と比べ，同一の長さ変化に対

して質量変化率が小さいことが確認された．水分逸

散は，大きな細孔から順次起こり，小さい細孔へ進

む．ここで，既往の研究 5）において，収縮にそれほ

ど影響を及ぼさない粗大な細孔が多い場合には，乾

燥初期の水分逸散が大きくなることが報告されてい

る．このことから，本検討の保水養生テープおよび

クリーンセイバーを施工した水準においては，その

養生効果により，細孔径が小さくなり，乾燥初期の

水分逸散を抑制したと推察される．また，CT28 と CA

を比較すると，質量変化率が同じ場合において，CA

の長さ変化は CT28 よりも小さくなっている．これ

は，前述したとおり，クリーンセイバーには表面張

力を小さくする作用が働くため，その結果として引

張応力が低減された効果であると考えられる．この

ことから，クリーンセイバーを塗布した場合には，

初期から長期にかけて水分逸散を抑制し，乾燥収縮

を低減する効果が期待できる． 

 

4.3 透気係数および透水量 

Fig.8 に表層透気試験により算出した透気係数を

示す．CT7 および CT28 の透気係数は，全ての材齢に

おいて，貼付け期間が長いほど小さくなる傾向を示

し，PL よりも小さくなった．CA の透気係数は，材齢

28 日以降の材齢において，本試験水準で最も小さく

なり，材齢182日でPLよりも60%程度小さくなった． 

 次に，Fig.9 には透水試験結果を示す．材齢７日

における透水量は，全ての水準で同程度の結果とな

った．材齢 91 日以降の透水量は，水準毎に差が認め

られ，PL＞CT7＞CT28＞CA の順で大きくなった．CT7，

CT28 の透水量は，PL と比べ，材齢 182 日の時点でそ

れぞれ 20%，45%程度小さくなった．CA の透水量は，

他の水準のような材齢の進行による増加が少なく，

材齢 182 日の時点で PL よりも 70%程度小さくなっ

た．このことから，クリーンセイバーを塗布した場

合には，長期的に水の浸透を抑制する効果が示唆さ

 
Fig.7  Rate of weight loss 

 

 
Fig.8  Change in air permeability coefficient 

(透気係数の経時変化) 

 
Fig.6  Rate of weight loss 

   (質量変化率) 
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れた． 

コンクリートの表層部分の品質は，乾燥の影響に

よって内部コンクリートの品質とは異なり，大きな

細孔が残りやすい 6）と報告されている．このことか

ら，クリーンセイバーを塗布した場合には，水分逸

散を抑制するため，乾燥による影響を低減する養生

効果に加え，表層部の細孔を緻密化することで品質

の向上に期待できる． 
 

4.4 中性化深さ 

Fig.10 に中性化深さを示す．なお，図中には，水

準毎に切片を０とした近似線を引き，その式（傾き：

中性化速度係数）と併せて示した．CA の中性化深さ

は，材齢４週の時点では PL よりも小さく，CT7 およ

び CT28 よりも若干大きくなったものの，材齢８週以

降では PL および CT7 よりも小さく，CT28 と同程度

となった．その結果，CA の中性化速度係数は，CT28

と同程度となり，PL よりも 45%程度小さくなった．

クリーンセイバーを塗布した場合に長期的に中性化

深さが小さくなったのは，前述した水分逸散の抑制，

表層品質の向上によるものと考えられる． 

 

4.5 表面美観性 

Table 2 に暴露した供試体の表面部の状況を示す．

材齢 17 ヶ月までは，PL および CA の両者において，

カビの発生は確認されなかった．材齢 21 ヶ月では，

PL にはカビの発生が認められたものの，CA には確

認されなかった．このことから，クリーンセイバー

を塗布することにより，カビの発生を低減できるこ

とから，表面美観性の低下を抑制する効果があるこ

とが明らかとなった． 

 

５．ま と め 

 

本報では，プレキャスト製品を対象とし，クリー

ンセイバーを塗布した場合の耐久性評価において，

従来技術である保水養生テープとの比較検討を行っ

た．さらに，クリーンセイバーを塗布したコンクリ

ートのカビ発生の抑制効果についても実環境にて検

討を加えた．本試験で得られた知見を以下に示す． 

 

（1） クリーンセイバーを塗布した場合の圧縮強度

は，保水養生テープを用いた場合と同程度で

あり，材齢初期から長期にかけて，気中養生

した場合よりも 10～15%程度の増進傾向が確

認された． 

 

Fig.9  Change in water permeability 
(透水量の経時変化) 
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Fig.10  Carbonation depth 
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（2） クリーンセイバーを塗布した場合の長さ変化

および質量変化率は，初期から長期にかけて

小さくなり，材齢 182 日の時点では保水養生

テープを用いた場合よりも小さくなった． 

（3） クリーンセイバーを塗布した場合の透気係数

および透水量は，保水養生テープを用いた場

合よりも小さくなる傾向が確認された． 

（4） クリーンセイバーを塗布した場合の中性化深

さは，気中養生した場合よりも抑制し，保水

養生テープを 28 日間貼付けた場合と同程度

であった． 

（5） クリーンセイバーを塗布した場合には，カビ

発生による表面美観性の低下を抑制する効果

が確認された． 
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Table 2  Change in mold growth conditions (カビ発生状況の経時変化) 

Sample 0 month 17 month 21 month 

PL 

   

CA 

   
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


